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今 月 の 表 紙

広報とうやこ　2020 年 4 月 2

Hello New Baby

こんにちは赤ちゃんこんにちは赤ちゃん

男 ………………………… 4,038人
女 ………………………… 4,631人
計 ………………………… 8,669人
世帯 …………………… 4,860世帯

（－ 7）
（＋ 3）
（－ 4）
（＋ 2）

人 口 と 世 帯 の 動 き
（先月比）

＜ 2 月 29 日現在＞

目 次

2020 年
（令和２年）

NO.169

とうやこ

井ノ上　颯太くん                 
　　　　　　　（そうた）

与志男さん・はるかさん
1 月 8 日生　入１区

４ 月

消防だより21

読書の家から
地域おこし協力隊通信　vol.25

20

24 spotlight

荒町　美紀さん
東奔西走／今月のワンショット

洞爺湖有珠火山マイスター

12 まちのわだい

洞爺湖町人事異動／新入職員紹介18

ダウンロードはこちらから→

いつでもどこでも広報紙を読むことができるスマートフォ
ン・タブレット用無料アプリです。毎月広報紙が発行される
とお知らせが届きます。

ダウンロードはこちらから→

とお知らせが届きます。

広報とうやこ
議 会 だ よ り
がスマートフォン
で見られます！

13 お知らせ
心からおくやみ申し上げます
わたしのうた

ジオパーク通信22

イベントカレンダー23

　さくら・みらい公園から
撮影した沈んでいく夕日の
写真です。雲の隙間から差
し込む光が虻田高校を照ら
しているようにも見えて、
とてもきれいでした。

3 特集　有珠山を知る
8 令和２年度まちの予算

19

～いつもの生活を送る工夫～
新型コロナウイルスに惑わされないために
さわやかだより



広報とうやこ　2020 年４月３

有珠山有珠山 知るをを特
集

　2000年噴火から 20年の月日が経過しました。　2000年噴火から 20年の月日が経過しました。
　有珠山は現在も火山活動を継続し、一般的に 20年　有珠山は現在も火山活動を継続し、一般的に 20年～ 3～ 30年周期で噴火が発生すると言わ0年周期で噴火が発生すると言わ
れていることから、次の噴火も決して遠い未来の出来事ではありません。れていることから、次の噴火も決して遠い未来の出来事ではありません。
　しかし、歴史の中で噴火を繰り返すことによって、私たちの生活にさまざまな恵みを　しかし、歴史の中で噴火を繰り返すことによって、私たちの生活にさまざまな恵みを
生み出しています。生み出しています。
　上手に有珠山と付き合って生活していくために、有珠山について知識を深めていきま　上手に有珠山と付き合って生活していくために、有珠山について知識を深めていきま
しょう。しょう。
■問合せ　企画防災課広報統計グループ（☎ 74-3004）■問合せ　企画防災課広報統計グループ（☎ 74-3004）



広報とうやこ　2020 年４月 ４

2
0
0
0
年
有
珠
山
噴
火

３
月
28
日
〜
３
月
31
日
の
記
録

　
室
蘭
地
方
気
象
台
が
火
山
観

測
情
報
第
１
号
を
発
表
。「
火

山
性
地
震
が
増
発
し
、
27
日
８

時
か
ら
24
時
ま
で
1
0
9
回

を
記
録（
平
常
時
に
観
測
さ
れ

る
平
均
回
数
は
１
か
月
に
20
～

30
回
程
度
）
し
ま
し
た
が
、
火

山
性
微
動
は
観
測
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
」
と
随
時
、
火
山
情
報
を

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
を
発
表
。

　
室
蘭
地
方
気
象
台
臨
時
火
山

情
報
が
発
表
さ
れ
、
道
、
胆
振

支
庁
、
道
警
、
町（
旧
虻
田
町
）

が
各
自
の
災
害
対
策
連
絡
本
部

を
設
置
し
、（
町
は
夕
方
に
災

害
対
策
本
部
に
格
上
げ
）
警
戒

態
勢
に
入
る
。

　

同
３
号
が
発
表
さ
れ
、「
地

震
活
動
が
活
発
化
し
た
後
、
１

日
な
い
し
数
日
の
間
に
噴
火
し

た
例
が
多
い
こ
と
か
ら
、
今
後

噴
火
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
警

３
月
28
日

戒
が
必
要
」と
注
意
を
促
し
た
。

　
町
で
は
、
と
う
や
湖
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
旧
月
浦
小

学
校
、
あ
ぶ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
を
自
主
避
難
所
と
設

定
し
た
。

　

火
山
性
地
震
が
5
8
9
回

を
記
録
。

　
室
蘭
地
方
気
象
台
緊
急
火
山

情
報
第
１
号
で「
今
後
数
日
以

内
に
噴
火
が
発
生
す
る
可
能
性

が
高
く
な
っ
て
お
り
、
火
山
活

動
に
対
す
る
警
戒
を
強
め
る
必

要
が
あ
る
」
と
発
表
。

　
午
後
、
洞
爺
湖
温
泉
地
区
や

泉
地
区
の
一
部
、
入
江
地
区
の

一
部
の
住
民
2
、7
0
4
人（
約

1
、
4
1
1
世
帯
）
に
避
難
勧

告
を
発
動
。

　
夕
方
に
は
す
べ
て
の
観
光
客

が
ホ
テ
ル
を
退
去
。

　
室
蘭
開
発
建
設
部
は
、
国
道

３
月
29
日

についてについて
噴火体験を教訓に噴火体験を教訓に
有珠山噴火有珠山噴火 知るべきことべきこと
　有珠山噴火について、現在の火山観測や研究を進めて分かっていることを北海道大学大学有珠山噴火について、現在の火山観測や研究を進めて分かっていることを北海道大学大学
院理学研究院付属地震火山研究観測センター青山准教授に話を聞きましたので、有珠山につ院理学研究院付属地震火山研究観測センター青山准教授に話を聞きましたので、有珠山につ
いての知識を深めましょう。いての知識を深めましょう。
　2000年噴火当時の記録を振り返ることで、当時を思い返し、家族で避難場所を確認するな　2000年噴火当時の記録を振り返ることで、当時を思い返し、家族で避難場所を確認するな
ど、しっかり準備しましょう。ど、しっかり準備しましょう。



広報とうやこ　2020 年４月５

有珠山有珠山 知るをを特
集

37
号
入
江
～
長
和
間
、
国
道

2
3
0
号
入
江
～
ル
ス
ツ
間
、

国
道
4
5
3
号
長
和
～
大
滝

間
の
通
行
止
め
を
発
表
。

　

岡
田
弘
教
授
が「
有
珠
山
は

一
両
日
中
に
噴
火
の
可
能
性
は

極
め
て
高
く
、
遅
く
と
も
一
週

間
以
内
に
噴
火
す
る
」
と
会
見

を
行
う
。

J
R
室
蘭
本
線
長
万
部
～
東

室
蘭
間
運
転
中
止
。

　
温
泉
地
区
全
域
を
避
難
勧
告

か
ら
避
難
指
示
に
切
替
、入
江・

泉
地
区
の
一
部
も
避
難
指
示

に
切
替
、
避
難
者
数
合
計
1
、

4
7
3
人
。

　
火
山
性
地
震
1
、
6
2
9
回

を
記
録
し
、
そ
の
う
ち
有
感
地

震
6
2
8
回
。

　
洞
爺
湖
温
泉
地
区
全
員
の
避

難
を
確
認
す
る
。

　

岡
田
教
授
が「
長
期
間
の
揺

れ
が
続
い
て
お
り
、
爆
発
的
な

噴
火
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ

る
」
と
指
摘
し
、
有
珠
山
北
西

部
の
噴
火
の
恐
れ
に
つ
い
て
言

及
す
る
。

　
自
治
会
長
会
議
を
開
催
。
長

３
月
30
日

崎
良
夫
町
長
は「
有
珠
山
の
現

況
は
緊
迫
し
た
状
況
で
あ
る
」

と
話
し
、
町
で
行
わ
れ
て
い
る

体
制
の
説
明
や
災
害
弱
者
の
情

報
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
事
項

な
ど
、
避
難
体
制
の
徹
底
な
ど

を
お
願
い
し
た
。

　
室
蘭
地
方
気
象
台
緊
急
火
山

情
報
第
2
号
で「
北
屏
風
山
西

尾
根
内
斜
面
で
断
層
や
地
割
れ

を
確
認
、
協
会
病
院
付
近
で
も

地
割
れ
を
確
認
し
ま
し
た
」
と

発
表
。
ま
た
、
洞
爺
湖
温
泉
地

区
で
は
、
道
路
亀
裂
、
水
道
管

破
裂
の
情
報
が
消
防
本
部
に
入

る
。

　

入
江
地
区
全
域
・
８
区
・
泉

地
区
の
一
部
に
避
難
指
示
発

動
。30

日
の
火
山
性
地
震
は
2
、

4
5
4
回
を
記
録
し
、
有
感
相

当
の
地
震
は
1
、
0
9
1
回
と

発
表
。

　
消
防
庁
は
、
火
砕
流
発
生
に

備
え
て
、
緊
急
消
防
援
助
隊
を

派
遣
。

13
時
７
分
、
有
珠
山
西
側
山

麓
か
ら
噴
火
。

３
月
31
日

北海道大学大学院理学研究院北海道大学大学院理学研究院
附属地震火山研究観測センター附属地震火山研究観測センター

青山　裕青山　裕 准教授准教授

　
有
珠
山
は
噴
火
す
る
度
に
、
噴

火
口
の
近
く
で
山
や
丘
が
作
ら
れ

ま
す
。
も
う
１
つ
の
特
徴
と
し
て

は
、
山
頂
噴
火
の
場
合
、
噴
煙
が

高
く
上
が
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

噴
煙
は
上
空
約
１
万
㍍
の
高
さ
ま

で
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
有
珠
山
は
前
兆
地
震
が
発
生
す

る
と
、
必
ず
噴
火
し
ま
す
。
し
か

し
、
噴
火
時
期
や
場
所
の
特
定
は

難
し
く
、
噴
火
の
歴
史
を
見
て
も

日
本
の
ど
の
火
山
も
特
定
で
き
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

有
珠
山
噴
火
の
歴
史
の
中
で

は
、
最
初
の
前
兆
地
震
が
始
ま
っ

て
か
ら
、
５
日
間
～
１
週
間
く
ら

い
の
間
に
噴
火
活
動
す
る
こ
と
が

多
い
で
す
が
、
例
外
と
し
て
32
時

間
で
噴
火
し
た
こ
と
も
あ
れ
ば
、

半
年
間
の
月
日
が
か
か
っ
た
こ
と

も
あ
る
の
で
、
噴
火
時
期
の
予
測

は
難
し
い
で
す
。

　
噴
火
場
所
に
つ
い
て
は
、
前
兆

地
震
が
始
ま
る

と
、
マ
グ
マ
の
上

昇
に
伴
っ
て
地
表

に
変
化
が
現
れ
て

く
る
た
め
、
観
測

の
分
析
が
進
む

2
0
0
0

2
0
0
0
年
噴
火
か
ら「
も
う

年
噴
火
か
ら「
も
う
2020
年
」
年
」

し
っ
か
り
と
準
備
す
る
こ
と
が
大
切

し
っ
か
り
と
準
備
す
る
こ
と
が
大
切

と
、
あ
る
程
度
の
場
所
の
特
定
が

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

現
在
は
2
0
0
0
年
噴
火
の

時
よ
り
観
測
体
制
が
強
化
さ
れ
て

い
ま
す
。
札
幌
管
区
気
象
台
に
火

山
監
視
・
警
報
セ
ン
タ
ー
が
設
置

さ
れ
、
有
珠
山
の
変
化
を
見
逃
す

こ
と
が
な
い
よ
う
充
実
し
た
体
制

で
監
視
を
行
っ
て
い
ま
す
。
観
測

の
機
械
も
当
時
よ
り
良
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
し
、
観
測
項
目
も

増
え
て
い
ま
す
。
気
象
庁
と
大
学

で
観
測
デ
ー
タ
の
共
有
も
図
り
や

す
く
な
っ
た
の
で
、
当
時
よ
り
研

究
も
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
噴
火
災
害
で
一
番
恐
ろ
し
い
災

―
有
珠
山
の
特
徴

―
噴
火
の
時
期・
場
所
の
特
定

―
2
0
0
0
年
当
時
と

　
現
在
の
観
測
体
制
の
変
化

害
は
火
砕
流
で
す
。
火
砕
流
は
時

間
的
な
余
裕
が
な
く
、
あ
っ
と
い

う
間
に
山
の
斜
面
を
流
れ
て
い
き

ま
す
。
範
囲
も
大
き
い
こ
と
が
予

想
さ
れ
、予
測
が
で
き
な
い
た
め
、

人
命
に
か
か
わ
る
被
害
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
有
珠
山
は
噴
火
す
る
前
に
、
必

ず
前
兆
地
震
が
発
生
す
る
の
で
、

事
前
に
準
備
で
き
る
と
安
心
し
て

い
る
住
民
も
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
実
は
、
最
近
噴
火
し
て
い
る

他
の
火
山
に
比
べ
て
、
分
か
ら
な

い
こ
と
が
多
い
で
す
。
噴
火
に
向

け
て
頭
の
中
で
2
0
0
0
年
噴

火
の
状
況
な
ど
を
思
い
出
し
、
避

難
の
イ
メ
ー
ジ
を
し
っ
か
り
持

ち
、
家
族
で
話
し
合
い
、
準
備
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

―
一
番
恐
ろ
し
い
噴
火
災
害

―
次
の
噴
火
に
向
け
た
心
得



広報とうやこ　2020 年４月 ６

有
珠
山
噴
火

有
珠
山
噴
火
に
よ
る

に
よ
る

景
観
景
観

　
有
珠
山
噴
火
が
発
生
す
る
こ
と
で
、
少
な
か
ら
ず
被
害

を
受
け
、
避
難
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
噴
火
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
る
恵
み
の
お
か
げ
で
今
の
生
活
が
あ
る
こ

と
を
再
認
識
し
ま
し
ょ
う
。

　
今
か
ら
約
11
万
年
前
、
巨
大
な

噴
火
が
発
生
し
洞
爺
湖
が
生
ま

れ
、
２
万
年
前
に
洞
爺
湖
の
南
岸

で
有
珠
山
が
誕
生
し
ま
し
た
。
前

ペ
ー
ジ
で
青
山
准
教
授
が
話
し
て

い
る
よ
う
に
、
こ
の
地
域
で
は
、

火
山
活
動
の
度
に
大
地
の
形
が
大

き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
数
十

年
に
１
度
の
割
合
で
目
の
前
の
景

色
を
変
え
続
け
て
き
た
こ
の
地
域

は
、
世
界
で
も
類
を
見
な
い「
変

動
す
る
大
地
」
を
体
感
で
き
る
貴

重
な
学
び
の
場
で
あ
り
、
火
山
活

動
が
形
成
し
た
美
し
い
景
観
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
火
山
の
恵
み
で
あ
る
温
泉
を
は

じ
め
、
火
山
や
森
、
湖
、
海
の
魅

力
を
身
近
に
感
じ
な
が
ら
気
持
ち

よ
く
汗
を
流
せ
る
散
策
路（
フ
ッ

ト
パ
ス
）
な
ど
、
大
地
の
変
化
か

ら
生
ま
れ
る
観
光
資
源
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

　
町
で
は
変
動
す
る
大
地
を
観
光

資
源
と
し
て
生
か
し
、現
在
ま
で
、

観
光
産
業
を
盛
り
上
げ
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。

恵
み
恵
み



広報とうやこ　2020 年４月７

有珠山 知るをを特
集

温
泉
温
泉

　

洞
爺
湖
温
泉
は
1
9
1
0

年
の
有
珠
山
噴
火
に
よ
る
マ
グ

マ
の
上
昇
で
誕
生
し
ま
し
た
。

1
9
1
7
年
に
は
、
最
初
の
旅
館

竜
湖
館
が
営
業
を
開
始
し
、
そ
の

後
も
次
々
に
旅
館
が
開
業
さ
れ
ま

し
た
。

　
現
在
ま
で
、
洞
爺
湖
温
泉
街
を

町
の
観
光
産
業
の
中
心
と
し
て
盛

り
上
げ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま

す
。

　
洞
爺
湖
温
泉
街
は
有
珠
山
の
麓

に
あ
り
、
洞
爺
湖
温
泉
が
誕
生
し

て
か
ら
も
３
回
の
噴
火
を
経
験
し

て
い
ま
す
。そ
れ
で
も
私
た
ち
は
、

噴
火
に
よ
っ
て
湧
き
上
が
る
温
泉

の
恩
恵
を
受
け
て
、
町
の
産
業
を

盛
り
上
げ
て
い
る
の
で
す
。

　
次
の
噴
火
が
い
つ
起
こ
る
の
か

は
ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
噴
火

災
害
を
恐
れ
る
だ
け
で
な
く
、
火

山
の
恵
み
が
あ
っ
て
こ
そ
の
生
活

で
あ
る
こ
と
を
も
う
一
度
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

食食
　
洞
爺
湖
を
誕
生
さ
せ
た
約
11
万

年
前
の
噴
火
は
、
噴
出
物
を
洞
爺

湖
周
辺
で
数
10
メ
ー
ト
ル
も
堆
積

さ
せ
、
周
囲
の
渓
谷
を
埋
め
平
坦

な
地
形
を
作
り
出
し
ま
し
た
。
洞

爺
湖
の
北
西
に
広
が
る
火
砕
流
台

地
は
、
現
在
は
広
大
な
農
場
と
し

て
豊
富
な
作
物
を
生
産
し
て
い
ま

す
。

　
噴
火
が
つ
く
り
出
し
た
日
当
た

り
の
良
い
平
ら
な
地
形
が
、
お
い

し
い
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
収
穫
す
る
た

め
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

財
田
地
区
で
は
、
水
は
け
の
よ
い

湖
畔
の
扇
状
地
を
利
用
し
て
、
ブ

ラ
ン
ド
米
と
な
っ
て
い
る
財
田
米

を
生
産
し
て
い
ま
す
。
海
産
物
で

は
、
噴
火
湾
を
巡
る
海
流
が
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
を
循
環
さ
せ
る
た
め
、

ホ
タ
テ
が
生
育
す
る
環
境
に
適
し

て
い
ま
す
。

　
紹
介
し
た
の
は
、
食
の
恵
み
の

一
部
で
す
。
町
の
特
産
品
は
農
産

物
・
海
産
物
の
ど
ち
ら
も
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
食

卓
に
も
火
山
の
恵
み
に
よ
る
お
い

し
い
食
材
が
並
ん
で
い
る
と
思
い

ま
す
。
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◀洞龍の湯

薬師の湯▶



自 主 財
源

源財
存

依

ま
ち
の
予
算

ま
ち
の
予
算

足
を
補
っ
て
、
予
算
編
成
を
行
い

ま
し
た
。

８
万
円
で
、
前
年
度
比
５
億
４
１

　　

会 計 別 予 算 額

繰入金
4 億 4591 万円（5.9％）

諸収入
6119 万円（0.8％）

繰越金
2000 万円（0.3％）
使用料・手数料
２億 2921 万円（3.0％）

分担金・負担金
5018 万円（0.7％）

財産収入
2566 万円 (0.3%)

地方交付税地方交付税
30 億 1200 万円（39.6％）30 億 1200 万円（39.6％）

町債町債
8 億 9900 万円8 億 9900 万円

（11.8％）（11.8％）

国庫支出金国庫支出金
8 億 8508 万円8 億 8508 万円

（11.6％）（11.6％）

道支出金
4 億 6238 万円（6.1％）

地方消費税交付金
2 億円（2.6％）

地方譲与税
6909 万円

（0.9％）

町　税
11 億 3103 万円

（14.9％）（14.9％）

その他
１億 1035 万円

（1.5％）

11 億 3103 万円

使用料・手数料

町　税町　税

（0.9％）

4 億 6238 万円（6.1％）4 億 6238 万円（6.1％）

（0.9％）（0.9％）

自主財源
19 億 6318 万円（25.8％）
依存財源
56 億 3790 万円（74.2％）

６
４
万
円
、
７・
７
％
の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
町
税
で
町
民
税
を
中

心
に
前
年
度
の
決
算
見
込
み
か

ら
、前
年
度
比
６
９
７
万
円
、０・

６
％
の
減
額
、
地
方
交
付
税
は
こ

れ
ま
で
の
交
付
実
績
な
ど
か
ら
前

令
和
２
年
度

広報とうやこ　2020 年４月 ８

■
問
合
せ

■
問
合
せ
　
税
務
財
政
課
財
政
グ
ル
ー
プ
（
☎

　
税
務
財
政
課
財
政
グ
ル
ー
プ
（
☎
7474－－

3
0
0
3

3
0
0
3
））

前年度当初比
一 般 会 計 76 億   108 万円（５億 4164 万円増　7.7％）

特 別 会 計 37 億 5185 万円（3 億 1193 万円増 　9.1％）

　国民健康保険………………… 14 億 3547 万円
　公共下水道事業………………… 8 億 1829 万円
　介護保険……………………… 11 億　418 万円
　簡易水道事業……………………２億 2145 万円
　後期高齢者医療………………… 1 億 7246 万円

（816 万円増　0.6％）
（1 億 3417 万円増　19.6％）
（3048 万円増　2.8％）
（1 億 2820 万円増　137.5％）
（1092 万円増　1.5％）

水道事業会計
　収益的収支 　２億 7020 万円
　資本的収支 　１億 4915 万円

（1056 万円減　△ 3.8％）　

（795 万円増　5.6％）

合 計  117 億 7228 万円（8 億 5096 万円増　7.8％）

一
般
会
計

歳　入

財
源

4 億 4591 万円（5.9％）

11 億 3103 万円

源

11 億 3103 万円11 億 3103 万円

108億 万円76

　
　
和
２
年
度
当
初
予
算
は
、
第

　
　
２
期
洞
爺
湖
町
ま
ち
づ
く
り

総
合
計
画
に
掲
げ
る
ま
ち
の
将
来

像
の
実
現
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で

積
み
重
ね
て
き
た
取
り
組
み
の
成

果
を
検
証
し
な
が
ら
、「
子
育
て

支
援
の
充
実
」「
生
活
基
盤
の
整

備
」「
定
住
促
進
」「
地
域
の
賑
わ

い
の
創
出
」「
教
育
環
境
の
充
実
」

な
ど
を
重
点
施
策
と
し
て
予
算
を

編
成
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
一
般
会
計
、
５
つ

の
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
を

含
め
た
全
会
計
予
算
総
額
は
、
令

和
元
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
、

８
億
５
０
９
６
万
円
、
７・
８
％

増
額
の
１
１
７
億
７
２
２
８
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
で
す
が
事
業

を
行
う
た
め
、財
政
調
整
基
金（
町

の
貯
金
）
を
取
り
崩
し
、
歳
入
不

令

　
一
般
会
計
予
算
額
は
76
億
１
０



町の会計の中心となるのが一
般会計です。行政運営の基本と
なる経費の全てを計上したもの
で、町行政の目的を達成するた
めに必要な経費を経理する会計
です。行政サービスのほとんど
が、一般会計で賄われています。

一般会計

特別会計
特別会計は、町が特定の事業

を行う場合その他特定の収入を
特定の支出に充て一般の歳入歳
出と区分して経理する必要があ
る場合など、一般会計と分けて
町が条例で設置することができ
る会計のことを言います。
　洞爺湖町には、国民健康保険、
公共下水道事業、介護保険、簡
易水道事業、後期高齢者医療の
５つの特別会計があります。

企業会計
企業会計は、独立採算性を原

則とする、一般的には、株式会
社などの民間企業での会計をい
うもので、民間企業に近い事業
を行う場合に設置される会計で
水道事業会計がこれに該当しま
す。

議会費
6091 万円（0.8％）

総務費
4 億 7332 万円（6.2％）

民生費民生費
17 億 6021 万円17 億 6021 万円

（23.2％）（23.2％）

衛生費
３億 9156 万円（5.2％）
労働費
320 万円（0.0％）

商工費商工費
6 億 28 万円

（7.9％）（7.9％）
土木費土木費
13 億 5889 万円13 億 5889 万円

（17.9％）（17.9％）

消防費消防費
3 億 2786 万円3 億 2786 万円
(4.3％）(4.3％）

教育費教育費
5 億 8206 万円5 億 8206 万円

（7.7％）（7.7％）

公債費公債費
８億 7625 万円８億 7625 万円

（11.5％）（11.5％）

給与費給与費
10 億 2483 万円10 億 2483 万円

（13.5％）（13.5％）

6091 万円（0.8％）

4 億 7332 万円（6.2％）

6 億 28 万円6 億 28 万円
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年
度
比
６
８
０
０
万
円
、
２・
２

％
の
減
額
を
見
込
み
ま
し
た
。
国

庫
支
出
金
で
は
、
主
に
ア
イ
ヌ
施

策
関
連
事
業
、
洞
爺
湖
中
島
森
林

博
物
館
新
築
工
事
、
農
地
耕
作
条

件
改
良
事
業
な
ど
の
新
規
事
業
な

ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
４
億
２
７

１
１
万
円
、
93
・
３
％
の
増
額
を

見
込
み
ま
し
た
。

　
歳
出
で
は
、
必
ず
支
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
義
務
的
経
費
の
う

ち
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
開

始
に
よ
り
人
件
費
、
新
規
事
業
に

よ
り
普
通
建
設
事
業
費
が
大
き
く

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
投
資
的
事
業
と
し
て
、
新

規
事
業
で
は
歳
入
で
挙
げ
た
事
業

の
他
に
Ｊ
Ｒ
洞
爺
駅
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
整
備
補
助
金
、
洞
爺
湖
温
泉
大

通
り
線
改
良
工
事
、
定
住
促
進
住

宅
改
修
事
業
な
ど
を
計
上
し
、
昨

年
度
か
ら
の
継
続
事
業
で
は
虻
田

地
区
道
路
等
環
境
整
備
事
業
や
入

江
・
高
砂
貝
塚
保
存
整
備
事
業
な

ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
子
育
て
支
援
で
は
、
中
学
生
以

下
の
医
療
費
無
料
化
、
出
産
祝
い

金
の
支
給
、
子
ど
も
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
な
ど
を

引
き
続
き
計
上
し
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、

保
険
給
付
費
の
増
加
に
伴
い
前
年

度
比
８
１
６
万
円
、
０・
６
％
の

増
額
。

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

は
、
処
理
場
整
備
工
事
及
び
下
水

道
管
路
長
寿
命
化
に
伴
う
管
路
更

新
工
事
の
増
加
に
伴
い
前
年
度
比

１
億
３
４
１
７
万
円
、
19
・
６
％

の
増
額
。

　
介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
保
険

給
付
費
の
増
加
に
伴
い
前
年
度
比

３
０
４
８
万
円
、
２・
８
％
の
増

額
。

　

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
は
、

配
水
管
布
設
工
事
の
増
加
に
伴
い

前
年
度
比
１
億
2
8
2
0
万
円
、

１
３
７・５
％
の
増
額
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

は
、
被
保
険
者
数
の
増
加
に
伴
う

広
域
連
合
納
付
金
が
増
額
と
な

り
、
前
年
度
比
１
０
９
３
万
円
、

1
・
5
％
の
増
額
。

　
５
つ
の
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た

予
算
総
額
は
37
億
５
１
８
５
万
円

と
な
り
、
前
年
度
か
ら
９・
１
％

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
水
道
事
業
会
計
は
、
給
水
収
益

の
減
に
伴
う
原
水
及
び
浄
水
費
の

減
少
に
よ
り
、
収
益
的
収
支
が
前

年
度
比
１
０
５
６
万
円
、
３・
８

％
の
減
額
。

　
資
本
的
支
出
は
、
企
業
債
償
還

金
の
増
加
に
よ
り
対
前
年
度
比

７
９
５
万
円
、
５・
６
％
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

水
道
事
業
会
計

特
別
会
計

予備費
1800 万円（0.2％）

歳　出
108億 万円76

用語解説

農林水産業費
1 億 2371 万円（1.6％）



令和２年度 主 な 事 業

広報とうやこ　2020 年４月 10

令和２年度予算に計上した事業の一部を重点政策に分けて紹介します。

多面的機能支払事業多面的機能支払事業

現在の中島森林博物館現在の中島森林博物館

イルミネーショントンネルイルミネーショントンネル

商工振興
・住宅リフォーム支援事業…800 万円
・道の駅とうや湖駐車場整備工事…1026 万円
・駅前海浜地公園整備事業…640 万円

観光振興
・洞爺湖中島森林博物館新築工事…2 億 8278 万円
・民間大規模建築物耐震補強補助事業…2 億 5979 万円
・アイヌ文化体験施設整備事業（文化センター内）
　　　　　　　　　　　　　　　　　…3432 万円
・洞爺湖温泉大通り線改良工事…7200 万円
・洞爺水の駅風除室設置工事…612 万円
・にぎわい広場イルミネーショントンネルネット購入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…660 万円
・洞爺湖有珠山ジオパーク推進事業…695 万円
・洞爺の水ペットボトリング事業…294 万円

産業振興
・農地耕作条件改善事業…3180 万円
・多面的機能支払事業補助金…2318 万円
・漁業系廃棄物処理施設運営補助金…1251 万円
・漁船上架用船台整備事業補助金…900 万円

・アイヌ民族共生拠点施設整備事業…２億 7556 万円
・虻田地区道路等環境整備事業…1 億 4300 万円
・ＪＲ洞爺駅エレベーター整備補助金…7500 万円
・町営住宅維持管理・修繕…5025 万円
・橋梁長寿命化計画に基づく修繕工事…3843 万円
・コミュニティバスの更新…2257 万円
・除雪機械の更新…2215 万円

アイヌ民族共生拠点施設アイヌ民族共生拠点施設

イラストはイメージですイラストはイメージです 生 活 基 盤 の 整 備生 活 基 盤 の 整 備

地 域 の に ぎ わ い 創 出地 域 の に ぎ わ い 創 出
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地方債（借金）の残高
平成 30 年度 令和元年度（見込） 令和 2 年度（見込）

一 般 会 計 86 億 9807 万円 84 億 7352 万円 85 億 5663 万円

公共下水道事業特別会計 28 億 3258 万円 24 億 7681 万円 22 億 9924 万円

簡易水道事業特別会計 ４億 1910 万円 3 億 8148 万円 4 億 4812 万円

水道事業会計 8 億 7531 万円 9 億 3583 万円 9 億 7396 万円

合 計 128 億 2506 万円 122 億 6764 万円 122 億 7795 万円

平成 30 年度 令和元年度（見込） 令和２年度（見込）

財政調整基金 13 億 6019 万円 13 億 1122 万円 10 億 1222 万円

減 債 基 金 1 億 293 万円 １億 296 万円 １億 299 万円

特定目的基金 17 億 5344 万円 17 億 5153 万円 16 億 4804 万円

合 計 32 億 1656 万円 31 億 6571 万円 27 億 6325 万円

基金（貯金）の残高

保育所保育料の減免保育所保育料の減免

入江・高砂貝塚館入江・高砂貝塚館

・乳幼児等医療費助成事業
（中学生以下の医療費無料化）…1270 万円
・出産祝い金…241 万円
・子どもインフルエンザワクチン接種事業…229 万円
・保育所保育料の減免・私立幼稚園利用者負担金助成事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…457 万円
・洞爺地区等高校生通学費等助成事業…250 万円

・定住促進住宅改修事業
（旧温泉中学校教員住宅改修）…2702 万円
・地域おこし協力隊活動事業…1031 万円
・チャレンジショップ支援事業…176 万円

・入江・高砂貝塚ガイダンス施設増築工事…1 億 4539 万円
・入江・高砂貝塚公園等整備事業…2715 万円
・小中学校特別支援教育支援員・介護員配置事業…5022 万円
・虻田高等学校支援事業…422 万円
・中学校部活動支援事業…100 万円
・給食用備品更新事業…128 万円

子 育 て 支 援子 育 て 支 援

定 住 促 進定 住 促 進

教 育 環 境 の 充 実教 育 環 境 の 充 実



　

　
　
う
や
こ
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
講

　
　
演
会
（
と
う
や
こ
ケ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
・
洞
爺
湖
町
主
催
）
が
洞
爺

湖
万
世
閣
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
サ
イ
ド
テ

ラ
ス
で
開
催
さ
れ
、
町
民
や
関
係
者

な
ど
約
1
4
0
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
ひ
じ
り
在
宅
ク
リ
ニ
ッ

ク
岡
本
拓
也
院
長
が
「
も
し
も
の
と

き
の
医
療
ケ
ア
」
と
題
し
て
講
演
。

そ
の
後
、
洞
爺
温
泉
病
院
大
杉
直
美

看
護
師
が
「
自
分
ら
し
い
人
生
を
全

う
す
る
た
め
の
準
備
～
人
生
会
議

～
」と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

のわだい
まち
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町民が元気で暮らし続けるために�
とうやこケアネットワーク講演会

　
　
民
冬
の
散
策
の
つ
ど
い
（
教
育

　
　
委
員
会
主
催
）
が
旧
花
和
小
学

校
周
辺
特
設
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
、

約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
歩
く
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
な
ど
で
羊
蹄
山
や
ニ
セ
コ
連

峰
を
望
む
往
復
約
５
㌔
の
コ
ー
ス
を

２
時
間
ほ
ど
か
け
て
完
歩
し
、
冬
の

自
然
を
満
喫
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
の
中
に

は
、
履
き
慣
れ
な
い
ス
キ
ー
に
苦
戦

し
な
が
ら
も
時
折
楽
し
そ
う
に
笑
顔

を
見
せ
、
心
地
良
い
汗
を
か
い
て
い

ま
し
た
。

とうや湖観光大使
オリジナルＴシャツで洞爺湖町を PR

歩くスキーで冬の自然を楽しむ参加者歩くスキーで冬の自然を楽しむ参加者講演に聴き入る参加者講演に聴き入る参加者

Ｔシャツを作製した佐藤さん（左）と伊比さん（右）Ｔシャツを作製した佐藤さん（左）と伊比さん（右）奨励賞を受賞した花田小春さん奨励賞を受賞した花田小春さん

町

と

と

第 31回読書感想画コンクール・第７回全道コンクール�
花田小春さん（虻小）奨励賞受賞

　
　
う
や
湖
観
光
大
使
の
伊
比
美
香

　
　
子
さ
ん
と
佐
藤
つ
ぐ
み
さ
ん
が

自
ら
作
製
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ

ツ
を
真
屋
町
長
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

し
た
。　

　
「
洞
爺
湖
町
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
」
と
の
想
い
か
ら
作
製
。
現
在

は
、
２
人
が
経
営
す
る
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
シ
ョ
ッ
プ
「
ハ
イ
ド
ゥ
ン
」
や

町
内
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
販
売
し
て

い
ま
す
。「
町
民
の
み
な
さ
ん
や
観

光
客
に
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
も
ら
い
、

町
を
ど
ん
ど
ん
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
　
31
回
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー

　
　
ル
・
第
７
回
全
道
コ
ン
ク
ー
ル

（
公
益
社
団
法
人
全
国
学
校
図
書
館

協
議
会
他
主
催
）
で
花
田
小
春
さ
ん

（
虻
田
小
１
年
）
が
奨
励
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
読
書
か
ら

受
け
る
感
動
を
絵
と
文
に
よ
っ
て
表

現
す
る
こ
と
で
、
豊
か
な
思
考
力
、

創
造
力
、
表
現
力
を
培
う
こ
と
を
目

的
に
実
施
。
受
賞
し
た
花
田
さ
ん
は

「
賞
状
を
も
ら
う
と
き
に
緊
張
し
た

け
ど
、と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

第

2
16

2
15

2
25

歩くスキーやスノーシューで雪原を歩く�
町民冬の散策のつどい

2
28

町内で行われたイベントや活動を紹介します
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暮
ら
し お知らせ

information

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期

限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
か
ら

　
令
和
２
年
４
月
分
か
ら
令
和
３

年
３
月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
額
１
万
6
、
5
4
0
円

で
す
。
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ

り
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
や
便
利
で

お
得
な
口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
続
く
と

将
来
受
け
取
れ
る
老
齢
基
礎
年
金

改
元
詐
欺
に
注
意

額
が
減
額
さ
れ
た
り
、
受
け
取
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
が
受
け
取

れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
納
期
は
翌
月
末
で
、
２
年
経
過

す
る
と
時
効
に
よ
り
納
め
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
も
し
も
の
と

き
に
後
悔
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
保
険
料
は
き
ち
ん
と
納
期
内

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ　

室
蘭
年
金
事
務

所
（
お
客
様
相
談
室
）
（
☎

0
1
4
3

－

50

－

1
0
0
4
）

／
住
民
課
住
民
・
戸
籍
年
金
グ

ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
2
）

■
番
組
名　
「
西
い
ぶ
り
の
お
宝

発
掘
‼
」

ワ
イ
ラ
ジ
オ
開
局
５
周
年

特
別
番
組

合カギ作ります

藤 兼 金 物 店
洞爺湖町洞爺湖温泉91-8　TEL  0142-75-2135

住宅・自動車・シャッター・ロッカー・金庫他

　
「
元
号
が
変
わ
っ
た
の
で
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
も
変
わ
る
」

と
い
う
手
口
で
、
高
齢
者
か
ら

カ
ー
ド
を
だ
ま
し
取
る
改
元
詐
欺

が
昨
年
、
本
州
で
多
数
発
生
し
、

２
月
か
ら
は
道
内
で
も
発
生
し
始

め
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
な
い
よ

う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
事
例
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　
高
齢
女
性
宅
に
、
銀
行
職
員
を

名
乗
る
男
か
ら
電
話
が
あ
り
、「
令

和
に
な
り
古
い
カ
ー
ド
が
使
え
な

い
」「
古
い
カ
ー
ド
を
取
り
に
行

か
せ
ま
す
」
な
ど
と
言
わ
れ
、
被

害
者
宅
に
銀
行
職
員
を
名
乗
る
男

が
訪
問
し
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

を
だ
ま
し
と
ら
れ
、
口
座
か
ら
現

金
が
引
き
出
さ
れ
る
特
殊
詐
欺
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
改
元
に
伴

い
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
使
え

な
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
電
話
は
詐
欺
で

す
。
犯
人
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

を
受
け
取
り
に
来
る
ま
で
の
間
、

長
時
間
電
話
を
つ
な
い
だ
ま
ま
に

し
て
い
ま
す
が
、
電
話
で「
改
元

で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
使
え
な

い
」「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
交

換
す
る
」「
暗
証
番
号
を
教
え
て

ほ
し
い
」と
い
う
言
葉
が
出
た
ら
、

通
話
中
で
あ
っ
て
も
、「
警
察
に

相
談
す
る
」
と
言
っ
て
電
話
を
切

り
、
必
ず
警
察
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ　

産
業
振
興
課
水

産
・
商
工
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
5
）

■
放
送
日
時　

４
月
25
日（
土
）

12
時
～
15
時

■
放
送
場
所　
伊
達
市
観
光
物
産

館
内　
　
　
　
　
　
　
　
ス
タ
ジ

オ
か
ら
公
開
生
放
送

■
放
送
内
容　
①　
　
に
向
け
て

西
胆
振
の
１
市
３
町（
伊
達
市
・

洞
爺
湖
町
・
壮
瞥
町
・
豊
浦
町
）

の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
か
ら
中
継

を
交
え
紹
介
し
ま
す
。
②
番
組
後

半
で
は
有
珠
山
噴
火
か
ら
20
年
と

な
る
今
年
、
火
山
の
恵
み
と
噴
火

へ
の
備
え
と
し
て
、
市
民
・
町
民

に
防
災
に
関
し
て
の
知
識
や
情
報

を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

■
リ
ス
ナ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ト　
温
泉

宿
泊
券
や
食
事
つ
き
入
浴
券
な
ど

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
数
本
用
意
し
て

い
ま
す
。

■
リ
ス
ラ
ジ　
次
の　
　
コ
ー
ド

を
読
み
取
る
と
、
い
つ
で
も
放
送

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ

N
P
O
法
人
だ
て
観

光
協
会（
☎
25

－

2
7
2
2
）

Q
R

G
W

w
i

r
a
d
i
o

－
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食
材
を
活
用
す
る
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
活
動

　
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
と
は
買
い
す

ぎ
て
し
ま
っ
た
食
材
や
お
中
元
、

お
歳
暮
な
ど
家
庭
に
眠
っ
て
い
る

食
材
を
持
ち
寄
っ
て
、
捨
て
る
こ

と
無
く
有
効
に
活
用
す
る
活
動

で
、
日
本
で
は
毎
年
6
0
0
万

㌧
を
超
え
る
食
材
が
食
べ
ら
れ
る

に
も
関
わ
ら
ず
廃
棄
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
を
目

的
に
設
立
さ
れ
た
、
特
定
非
営
利

活
動
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
の

フ
ー
ド
バ
ン
ク
い
ぶ
り
で
は
、
洞

爺
湖
町
社
会
福
祉
協
議
会
を
は
じ

め
と
す
る
胆
振
管
内
の
協
力
事
業

所
と
連
携
し
て
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

活
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
持
ち
寄
ら
れ
た
食
材
は
食
材
不

足
で
困
っ
て
い
る
人
や
子
ど
も
食

堂
、
地
域
食
堂
、
障
が
い
を
持
っ

て
い
る
人
の
支
援
事
業
所
な
ど
に

届
け
て
有
効
に
活
用
し
て
い
ま

す
。

　
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
実
施
に
よ
っ

て
持
ち
寄
ら
れ
た
食
材
の
仕
分
け

な
ど
の
作
業
を
手
伝
っ
て
い
た
だ

く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

児童手当・児童扶養手当制度のお知らせ

１．児童手当
　中学校卒業までの児童を養育している人全員
に支給される手当です。出生・転入・転出などの
ときに手続きが必要となります。公務員の人は
勤務先で手続きをしてください。
■支給対象　15歳到達後最初の３月 31日まで
の児童を養育している人
■支給月額　受給者の所得や児童の年齢などに
より、金額が変わります

受給者の所得 児童の年齢 支給月額
（１人当たり）

所得制限額未満
（児童手当）

３歳未満 一律　15,000円
３歳以上
小 学 校 修 了
前

10,000円
（第３子以降は
15,000円）

中学生 一律　10,000円

所得制限額以上
（特例給付） 年齢関係なし 一律　5,000円

■支給時期　６月・10月・２月に、それぞれの
前月分まで（４か月分）の手当を支給。

２．児童扶養手当
　死別や離婚などで、父または母と生計を別にしてい
る児童を養育している人に支給される手当です。手当
を受けるためには申請手続きが必要です。
■支給対象　母子家庭の母、父子家庭の父、父または
母に替わって養育している人
■支給期間　児童が 18歳に到達した日以後の最初の３
月 31日まで（児童が心身に中程度以上の障がいを有す
る場合は 20歳未満まで）
■支給月額　受給者と扶養義務者（同居する家族など）
の所得などにより支給月額が変わります。そのため、
手当の全部または一部を支給しない場合があります。

（全額支給、一部支給、全額支給停止のいずれかに決定
します）　

区分
支給月額（令和２年４月～）

全額支給 一部支給

第１子 43,160円 43,150円～ 10,180円

第２子加算額 10,190円 10,180円～ 5,100円

第３子以降加算額 6,110円 6,100円～ 3,060円

※これらの手当は申請手続きが遅れると、原則、遅れた月分の手当が受けられなくなりますので、注意し
てください。
※手続きに必要なものは世帯の状況により異なりますので、詳しくは問い合わせください。
■問合せ　健康福祉課福祉・高齢者グループ（☎ 74-3001）

■支給時期　１月・３月・５月・７月・９月・11月に、
それぞれの前月分（２か月分）までの手当を支給。

を掲載しませんか広告に
　町では、広報とうやこに民間の企業や自営業の人
の広告を掲載することで地域経済の活性化を図るた
め、広告を募集しています。
　締切は発行月の前月５日までです。掲載料や手続
きは、問い合わせください。
■問合せ　企画防災課広報統計グループ（☎ 74-3004）

ととううややここ
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運転免許更新時講習日程
場所　だて歴史の杜カルチャーセンター
■４月
優良（30分）
16日（木）13：30～　22日（水）13：30～
一般（60分）
22日（水）14：30～
違反（120分）
16日（木）14：30～
初回（120分）
13日（月）18：30～

■５月
優良（30分）
７日（木）18：30～　13日（水）18：30～
一般（60分）
７日（木）19：30～　13日（水）19：30～
違反（120分）
11日（月）18：30～
初回（120分）
15日（金）13：30～

お知らせ

　
令
和
元
年
台
風
第
19
号
災
害
の

義
援
金
に
つ
い
て
、
役
場
窓
口
な

ど
公
共
施
設
や
金
融
機
関
へ
の
義

援
金
箱
の
設
置
に
よ
る
募
集
を
、

令
和
２
年
１
月
31
日
を
も
っ
て
終

了
し
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
義
援
金
に
つ
い
て
は
、

（
福
）
中
央
共
同
募
金
会
で
開
設

し
て
い
る
義
援
金
口
座
を
通
じ

て
、
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
お
届
け

す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
寄
贈
で
き
る
食
材　

お
米（
白

米
、
玄
米
、
ア
ル
フ
ァ
米
）、
麦
、

乾
麺（
そ
ば
、
う
ど
ん
、
そ
う
め

ん
、パ
ス
タ
）、め
ん
つ
ゆ
、缶
詰
、

レ
ト
ル
ト・イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、

調
味
料（
味
噌
、
醤
油
、
油
）、
粉

ミ
ル
ク
、
お
菓
子
、
料
理
酒
、
み

り
ん

■
受
け
と
れ
な
い
食
材　
賞
味
期

限
が
１
か
月
未
満
の
も
の
、
生
鮮

食
品（
生
肉
、
魚
介
類
、
野
菜
）、

開
封
さ
れ
て
い
る
も
の
、
自
宅
で

作
っ
た
惣
菜
、
料
理
酒
・
み
り
ん

以
外
の
お
酒

■
食
材
の
持
ち
寄
り
拠
点　
洞
爺

湖
町
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
76

－

4
3
6
3
）

■
問
合
せ　
特
定
非
営
利
活
動
法

行
　
政

義
援
金
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

人
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
室
蘭
事

務
所
フ
ー
ド
バ
ン
ク
い
ぶ
り（
☎

0
1
4
3

－

83

－

7
3
5
5
）

い
た
し
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。

■
義
援
金
総
額　
５
万

１
円

　
洞
爺
湖
町
・
洞
爺
湖
町
自
治
会

連
合
会
・
日
赤
北
海
道
支
部
洞
爺

湖
町
分
区
・
洞
爺
湖
町
共
同
募
金

委
員
会
・
洞
爺
湖
町
社
会
福
祉
協

議
会

■
問
合
せ　

健
康
福
祉
課
福

祉
・
高
齢
者
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－
3
0
0
1
）

6
、8
6

町
に
寄
せ
ら
れ
た
ふ
る
さ
と
納

税
の
活
用

　
令
和
元
年
度
に
町
に
寄
せ
ら
れ

た
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
は
２
、

５
８
８
件
、
7
2
8
4
万
7
千
円

で
す
。
こ
れ
ら
の
寄
附
金
は
返
礼

品
な
ど
の
経
費
を
差
し
引
い
た
額

を
基
金
に
積
立
て
、
子
育
て
支
援

や
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
、
洞
爺

湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
費
用
の
一
部

と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
昨
年
度
活
用
し
た
内
容

は
次
の
通
り
で
す
。

　
観
光
振
興
事
業
、
保
育
料
等
減

免
事
業
、
子
育
て
支
援
ご
み
袋
支

給
事
業
、
出
産
祝
金
支
給
事
業
、

買
い
物
支
援
バ
ス
運
行
事
業
、
地

域
食
堂
運
営
事
業
、
洞
爺
地
区
等

通
学
費
助
成
事
業
、
保
育
所
・
小

学
校
遊
具
修
繕
、
子
ど
も
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
助
成
事

業　
他

　
ま
た
、
本
年
度
も
４
月
よ
り
ふ

る
さ
と
納
税
の
受
付
を
開
始
し
て

い
ま
す
。

■
問
合
せ　
総
務
課
管
財
・
情
報

グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
0
）

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

　
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
遺

族
で
、
令
和
２
年
４
月
１
日（
基

準
日
）
に
、「
恩
給
法
に
よ
る
公

務
扶
助
料
」「
戦
傷
病
者
戦
没
者

遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年

金
」
な
ど
を
受
け
る
人（
戦
没
者

な
ど
の
妻
や
父
母
な
ど
）
が
い
な

い
場
合
に
、
第
11
回
特
別
弔
慰
金

と
し
て
、
額
面
25
万
円
、
５
年
償

還
の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
対
象
と
な
る
遺
族
は
次
の
順

番
に
よ
る
先
順
位
の
遺
族
１
人
に

支
給
と
な
り
ま
す
。

①
令
和
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に

よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し

た
人

②
戦
没
者
の
子

③
戦
没
者
な
ど
の
㋐
父
母
㋑
孫
㋒

祖
父
母
㋓
兄
弟
姉
妹
※
戦
没
者
な

ど
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を
有

し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、

順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

④
右
記
①
～
③
以
外
の
戦
没
者
な

ど
の
三
親
等
内
の
親
族（
甥
、
姪

な
ど
）
※
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時

ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
の
生
計

関
係
を
有
し
て
い
た
人
に
限
り
ま

す
。

■
請
求
期
限　
令
和
５
年
３
月
31

日（
金
）
※
請
求
期
間
を
過
ぎ
る

と
第
11
回
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
請
求
窓
口　
洞
爺
湖
町
役
場
健

康
福
祉
課
、
洞
爺
総
合
支
所
、
洞

爺
湖
温
泉
支
所

■
通
知
に
つ
い
て　

前
回（
第
10

回
）
特
別
弔
慰
金
の
受
給
者
は
、

６
月
末
ま
で
に
、
北
海
道
よ
り
個

別
通
知
が
届
く
予
定
で
す
。

■
問
合
せ　

健
康
福
祉
課
福

祉
・
高
齢
者
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
1
）
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相
続
手
続
き
、
遺
言
書
の
作
成

や
、
契
約
手
続
き
、
ま
た
官
公
署

に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
　
談

﹁
行
政
に
関
わ
る
く
ら
し

の
無
料
相
談
会
﹂
開
催

8
0
2
0
健
康
賞
表
彰
式

　
町
で
は
、
室
蘭
歯
科
医
師
会
と

共
催
で
行
わ
れ
る「
歯
と
口
の
健

康
習
慣
事
業
」
で
、
国
と
日
本

歯
科
医
師
会
が
推
進
し
て
い
る

8
0
2
0
運
動
に
基
づ
き
表
彰
が

行
わ
れ
ま
す
。
併
せ
て
、
室
蘭
歯

科
医
師
会
か
ら
8
0
2
0
賞
も

贈
ら
れ
ま
す
。

■
日
　
程　
６
月
６
日（
土
）

■
場
　
所　
だ
て
歴
史
の
杜
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

■
対
　
象　
昭
和
15
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
80
歳
以
上
の
人

で
20
本
以
上
の
自
分
の
歯
を
持
ち

長
年
に
わ
た
り
健
康
な
口
腔
環
境

を
維
持
し
て
い
る
歯
科
医
師
の
推

薦
ま
た
は
自
薦
の
人

■
自
薦
応
募
期
日　

５
月
22
日

（
金
）

■
問
合
せ　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
76

－

4
0
0
6
）　

特
定
計
量
器
︵
小
型
は
か
り
︶

の
定
期
検
査

　
商
売
や
取
り
引
き
ま
た
は
証
明

に
使
用
し
て
い
る
特
定
計
量
器

（
小
型
は
か
り
）
は
、
計
量
法
の

規
定
に
よ
り
２
年
に
１
度
定
期
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
定
期
検
査
の
年
で
、
町

内
３
か
所
で
定
期
検
査
を
実
施
し

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
規
に
事
業
を
開
始
し

た
人
や
お
店
を
開
き
、
特
定
計
量

器（
小
型
は
か
り
）
を
所
有
し
取

り
引
き
な
ど
に
使
用
す
る
人
は
産

業
振
興
課
ま
で
連
絡
お
願
い
し
ま

す
。
※
検
査
に
は
手
数
料
が
か
か

り
ま
す
。（
北
海
道
収
入
証
紙
に

て
納
入
し
て
頂
き
ま
す
）

■
日
　
時　

①
５
月
18
日（
月
）

13
時
30
分
～
16
時
②
５
月
19
日

（
火
）
９
時
30
分
～
15
時
30
分
③

５
月
20
日（
水
）
９
時
30
分
～
11

時■
場
　
所　
①
洞
爺
湖
文
化
セ
ン

タ
ー
②
虻
田
ふ
れ
合
い
セ
ン
タ
ー

③
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ

産
業
振
興
課
水
産・
商

工
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
5
）

メ
ル
ト
タ
ワ
ー
21
の
排
ガ
ス

︵
煙
突
︶
測
定
結
果

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
測
定
結
果

（
２
号
炉
）
は
、「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
対
策
特
別
措
置
法
」
に
よ
る
排

出
基
準
値（
０
・１
ナ
ノ
グ
ラ
ム
）

を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

■
測
定
日　
令
和
元
年
12
月
20
日

■
測
定
結
果　
０
・0
1
0
ナ
ノ

グ
ラ
ム（
ナ
ノ
グ
ラ
ム
は
10
億
分

の
１
グ
ラ
ム
）

■
詳
　
細　

西
い
ぶ
り
広
域

連
合（
☎
0
1
4
3

－

59

－

0
7
0
5
）

募
　
集

自
衛
官
募
集

■
募
集
種
目
　
自
衛
官
候
補
生

■
資
　
格
　
18
歳
以
上
33
歳
未
満

の
男
女

■
受
付
期
限

５
月
22
日（
金
）

■
試
験
日
　
５
月
28
日（
木
）
～

５
月
31
日（
日
）
い
ず
れ
か
１
日

■
問
合
せ

防
衛
省
自
衛
隊
札
幌

地
方
協
力
本
部
室
蘭
事
務
所（
☎

0
1
4
3

－

44

－

9
5
3
3
）

確
定
申
告
期
限
の
延
長

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
申
告

所
得
税
、
贈
与
税
、
個
人
事
業
者

の
消
費
税
の
申
告
期
限
・
納
付
期

限
を
延
長
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い

振
替
納
税
を
利
用
さ
れ
る
人
の
振

替
日
に
つ
い
て
も
延
長
し
ま
す
。

◆
申
告・
納
付
期
限

■
対
象
税
目　
①
申
告
所
得
税
②

贈
与
税
③
個
人
事
業
者
の
消
費
税

■
延
長
日　

①
～
③
４
月
16
日

（
木
）

◆
振
替
日

■
対
象
税
目　
①
申
告
所
得
税
②

個
人
事
業
者
の
消
費
税

■
延
長
日　

①
５
月
15
日（
金
）

②
５
月
19
日（
火
）
※
贈
与
税
は

振
替
納
税
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
告
所
得
税
の
延
納
制
度
利
用

の
場
合
、
延
納
分
の
納
付
期
限
お

よ
び
振
替
日
は
６
月
１
日（
月
）

で
す
。

■
問
合
せ　

室
蘭
税
務
署（
☎

0
1
4
3

－

22

－

4
1
5
1
）

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
地
域
Ｐ

Ｒ
活
動
助
成
事
業
の
終
了

　
ま
ち
の
魅
力
の
発
見
と
発
信
の

推
進
を
目
的
に
実
施
し
て
き
ま
し

た
が
、
３
月
分
の
申
請
を
も
っ
て

事
業
が
終
了
と
な
り
ま
す
。
対
象

と
な
る
記
事
が
あ
る
場
合
は
、
４

月
20
日（
月
）
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
企
画
防
災
課
企
画
グ

ル
ー
プ（
☎
74
－

3
0
0
4
）
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  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 

故木方光冬さん
■３月２日死去■ 98歳■遺族は小夜子さん■青２区

故佐藤キスヱさん
■３月１日死去■ 102歳■遺族は哲康さん■虻７区

故伊貸アヤ子さん
■２月 16日死去■ 72歳■遺族は信雄さん■虻６区

故東野シヅヱさん
■２月 20日死去■ 90歳■遺族は憲二さん■虻７区

故長谷川博さん
■２月 23日死去■ 91歳■遺族はヱミ子さん■泉区

故斉藤美也子さん
■２月 27日死去■ 90歳■遺族は徹さん■虻５区

２月20日から３月19日届出分

　広報紙への掲載は申請手続きが必要です。

川
音
に
早
も
目
覚
め
し
猫
柳

　
　
　
　
　
　

佐
藤
美
風　

薄
氷
や
解
け
て
潤
う
大
地
あ
り

　
　
　

小
笠
原
勇　
　
　
　

春
の
字
の
一
文
字
躍
り
葉
書
つ
く

　
　
　

千
葉
征
子　
　
　

薄
氷
や
亡
夫
と
の
暮
し
世
を
隔
て

　
　

菅
原
敏
子　
　

薄
氷
を
砕
き
大
地
の
息
放
つ

矢
野
知
子　
　
　
　
　
　
　

わ
た
し
の
う
た

あ
ぷ
た
俳
句
会　

３
月
定
例
会

寄
　
付

　
善
意
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会

▽
村
中
兼
一
さ
ん
は
1
、
4
6
4

円

<

寄
附
物
品>

▽
坂
上
昭
郎
さ
ん（
入
４
区
）

▽
佐
藤
義
昭
さ
ん（
入
４
区
）

▽
正
源
な
み
子
さ
ん（
虻
８
区
）

▽
佐
藤
仁
美
さ
ん（
虻
５
区
）

故鈴木ミツさん
■３月３日死去■ 86歳■遺族は正直さん■虻１区

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

必
ず
２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事

無
料
法
律
相
談
会
開
催

心
身
障
が
い
者
一
般
巡
回

相
談
の
開
催

　
北
海
道
立
心
身
障
害
者
総
合
相

談
所
に
よ
る
巡
回
相
談
が
、
開
催

さ
れ
ま
す
。

■
日
　
程　

①
６
月
８
日（
月
）

～
11
日（
木
）
②
９
月
28
日（
月
）

～
10
月
１
日（
木
）
③
令
和
３
年

２
月
15
日（
月
）
～
18
日（
木
）

■
場
　
所　
①
室
蘭
市
②
伊
達
市

③
登
別
市
※
開
催
場
所
に
つ
い
て

未
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
内
　
容

18
歳
以
上
の
身
体
障

が
い
者
や
知
的
障
が
い
者
の
人
た

ち
の
医
学
的
、
心
理
的
お
よ
び
職

　
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

■
日
　
時　
４
月
18
日（
土
）、
５

月
16
日（
土
）
９
時
30
分
～
12
時

■
場
　
所　
赤
川
集
会
所

■
問
合
せ　

北
海
道
行
政
書
士

会
室
蘭
支
部（
☎
76

－

３
５
３
８　

担
当
後
藤
）
／
住
民
課
住
民
・

戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

３
０
０
２
）

前
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
定
員（
３
人
）に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

■
日
　
時　

①
４
月
16
日（
木
）

②
５
月
７
日（
木
）
13
時
30
分
～

15
時

■
場
　
所　

①
洞
爺
湖
町
役
場

②
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー

■
担
　
当　

①
林
正
樹
弁
護
士

（
伊
達
噴
火
湾
法
律
事
務
所
）

②
本
間
寛
菜
弁
護
士（
北
海
道

み
ら
い
法
律
事
務
所
）

■
問
合
せ

住
民
課
住
民
・
戸

籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74－

3
0
0
２
）

能
的
判
定
な
ど
や
補
装
具
の
処
方

や
適
合
判
定
な
ど
、
そ
の
他
障
が

い
に
係
る
専
門
的
相
談
な
ど
の
相

談
と
な
り
ま
す
。

■
申
込
み　
相
談
す
る
場
合
は
事

前
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
※

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
事
前
に
聞

き
取
り
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
相
談
件
数
が
多
い
場
合
は
、

希
望
日
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

■
問
合
せ　

健
康
福
祉
課
福

祉
・
高
齢
者
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
1
）

お知らせ



■町長部局
【部長職】
▷総務部長・企画防災課長事務取扱（税務財政課
長）佐野大次▷経済部長・建設課長事務取扱（環
境課長）若木渉▷洞爺総合支所長（企画防災課長）
高橋秀明

【課長職】
▷総務課長（総務課主幹）高橋謙介▷企画防災課
危機管理室長（企画防災課主幹）仙波貴樹▷税務
財政課長（税務財政課主幹）藤岡孝弘▷健康福祉
センター長（税務財政課主幹）金子信之▷観光振
興課長兼洞爺湖温泉支所所長（観光振興課主幹）
田仁孝志▷環境課長（健康福祉センター長）原信
也▷洞爺総合支所庶務課長（洞爺総合支所庶務課
主幹）兼村憲三▷会計管理者兼会計課長（火山科
学館長）杉上繁雄

【課長補佐職】
▷企画防災課主幹（企画防災課主査）宮下信一▷
税務財政課主幹（税務財政課主査）佐々木真悟▷
税務財政課専門官（再任用）伊藤里志▷健康福祉
課主幹（健康福祉課主査）平間義陸▷観光振興課
専門官（再任用）鈴木清隆▷産業振興課主幹（総務
課主査）高木淳市▷建設課主幹（産業振興課主幹）
秦野道也

【係長職】
▷税務財政課主査（健康福祉課主査）藤川英之▷
税務財政課主査（上下水道課主任）今谷聡夫▷健
康福祉センター主査（健康福祉センター主任）仙
波千晴▷観光振興課主査（観光振興課主任）矢野
和男▷観光振興課主査専門員（再任用）佐々木清
志▷建設課主査専門員（再任用）毛利敏夫▷上下
水道課主査（住民課主査）春名宣寛▷洞爺湖温泉
支所主査（総務部付）林徳昭
■教育委員会部局

【課長職】
▷管理課長兼学校給食センター長（管理課主幹）
末永弘幸▷社会教育課長（社会教育課主幹）角田
隆志

【課長補佐職】
▷管理課主幹（洞爺総合支所庶務課主幹）尾﨑文
郎▷社会教育課主幹（建設課主幹）高橋淳一▷本
町保育所長兼子育て支援センター長（本町保育所
長兼総括保育所長兼子育て支援センター長）平口
千春▷入江保育所長（入江保育所長）和田利恵子
▷桜ヶ丘保育所長（桜ヶ丘保育所長）山本幸子▷
洞爺保育所長（洞爺保育所長）斉藤ももえ

【係長職】
▷管理課主査専門員（再任用）天野英樹▷本町保
育所副所長（本町保育所保育士主任）中村絵理子
▷入江保育所副所長（入江保育所副所長）永井多
美▷桜ヶ丘保育所副所長（桜ヶ丘保育所副所長）
川野名恵▷洞爺保育所副所長（洞爺保育所副所
長）牧千絵
■退職（３月 31日付）
▷総務部長　佐々木清志▷経済部長　八反田稔
▷経済部参与　鈴木清隆▷洞爺総合支所長　毛
利敏夫▷教育次長　天野英樹▷会計管理者　佐
藤孝之▷教育参与　永井宗雄▷洞爺湖温泉支所
所長　山﨑貞博▷洞爺総合支所庶務課長　見付
敬蔵▷洞爺総合支所農業振興課主査　八子和行

洞爺湖町人事異動 新 入 職 員 紹 介新 入 職 員 紹 介（４月１日付）

① 42歳②室蘭市
③読書・散歩④
年はいってます
が、頑張ります。

由利栄文
（総務課） ①年齢②出身③趣味・特技④抱負

　４月１日付で洞爺湖町役場職員と
なった新人を 4月号、５月号で紹介
します。
　今後ともよろしくお願いします。

井沼優斗
（建設課）

① 22歳②北竜町
③ゲーム・ギター
④北海学園大学
から来ました井
沼です。どうぞ
よろしくお願い
します。

室矢菜乃花
（住民課）

① 27歳②音更町
③散策④新しい
土地、新しい職
場でも一生懸命
頑張ります。

田仲佑多
（住民課）

① 18 歳 ② 伊 達
市③お菓子作り、
釣り④全力でや
り抜きます。こ
れからよろしく
お願いします。

田中春花
（健康福祉課）

① 18歳②伊達市
③ピアノ④小さい
頃から大好きな洞
爺湖町で働けるこ
とになってとても
うれしいです。精
一杯頑張りますの
でよろしくお願い
します。

江辺野史人
（健康福祉課）

① 35歳②洞爺湖
町③料理④親し
みのある職員を
目指します。

金澤瑞保
（企画防災課）

① 32歳②函館市
③食べ歩き④一
生懸命頑張りま
す。

館山結衣
（健康福祉課）

① 18歳②伊達市
③読書④これか
ら洞爺湖町の一
員として色々な
ことに全力を尽
くして頑張りま
す。よろしくお
願いします。

香川太
（観光振興課）

① 28歳②伊達市
③釣り④洞爺湖
町を熱く盛り上
げられるよう精
一杯頑張ります
のでよろしくお
願いします。 荒木未来

（観光振興課）

① 18 歳 ② 札 幌
市③書道④札幌
から来てまだ短
く、周りの環境
にも慣れていま
せんが、私らし
く一生懸命励ん
でいこうと思い
ます。

濱塚圭太
（建設課）

① 18歳②室蘭市
③スポーツ④何
事にも全力で取
り組んでいきま
す。

広報とうやこ　2020 年４月 18



問合せ問合せ　健康福祉センターさわやか （☎ 76-4006）　健康福祉センターさわやか （☎ 76-4006）

こころの相談会
　室蘭保健所管内の住民を対象に、精神科医師による相談会を開催しています。
事前予約が必要ですので、希望する日程・会場を確認のうえ室蘭保健所健康推進課健康支援係

（☎ 0143-24-9846）へ問い合わせください。
■対　象　精神科への定期受診をされていない人で、心の健康問題を抱えた本人、家族、関係者

室蘭保健所
日　程 担当医療機関

４月 14 日（火） 恵愛病院
６月９日（火） 三愛病院

８月 11 日（火） 恵愛病院
10 月 13 日（火） 三愛病院
12 月８日（火） 恵愛病院

令和３年２月９日（火） 三愛病院

伊達市保健センター
日　程 担当医療機関

５月 12 日（火） ミネルバ病院
７月 14 日（火） 三恵病院
９月８日（火） ミネルバ病院

11 月 10 日（火） 三恵病院
令和３年１月 12 日（火） ミネルバ病院
令和３年３月９日（火） 三恵病院

※開始時間は全日程 13 時からとなっています。

広報とうやこ　2020 年４月広報とうやこ　2020 年４月19

コロナウイルスコロナウイルス

さわやかだより

にに新型新型 惑わされない惑わされない

　　月以降、北海道内でも感染拡大を続けてきた新型コ　
　　ロナウイルス感染症により、私たちの毎日の生活が
脅かされる不安定な状態が続いています。
　このような事態になったことで、パニックを起こした
り、悲しみやストレスなどを感じるのはごく普通のこと
です。特に、２月末から外出を控えたことでいつものス
トレスの発散方法がとれない人もいたことでしょう。多
くのストレスやたくさんの我慢の積み重ねにより心が疲

２ れきってしまうと、うつ病や不安神経症といった病気に
なってしまうことがあります。また、不安から逃れるた
めにお酒を多く飲んだり、眠れなくて多くの薬を飲んで
しまう人もいるかもしれません。特に、お子さんはスト
レスに対応する力が弱いため、不安定になりがちです。
　このようなときこそ、できるだけ不安を感じないよう
に「いつもの生活」を送ることが大切になります。少し
だけ意識して日々の生活を送りましょう。

～いつもの生活を送る工夫～～いつもの生活を送る工夫～

いつもの生活を送るために
・学校や仕事が休みでも、いつもの時間の起床・就寝を
  心がけましょう。
・バランスのよい食事を、３食同じ時間にとりましょう。
・家から出れないときは、ストレッチなどでこまめに体
  を動かしましょう。

・不安を感じたときは、誰かに話をしてみましょう。
・不安をあおるようなメディア（テレビや SNS）を見る
  時間を減らすようにしましょう。
・怪情報にふりまわされず、落ち着いて行動しましょう。

ちょっとだけ工夫すること
■ウイルスに対抗するための免疫力をあげよう！
　体温を１度あげると、免疫力は５～６倍にアップしま
す。偏った食生活や運動不足、冷たい飲み物の摂りすぎ
は避け、ヨーグルトや納豆などの発酵食品、しょうがや
長ネギ、にんにく、きのこ類を意識して摂りましょう。
■口の中の清潔＆潤いを保とう！
　新型コロナウイルスが体内に入り込む場所は、口・鼻・
目と言われています。歯みがきで清潔を保つことはもち
ろん、唾液腺マッサージなどで口の中の乾燥を防ぐと、
ウイルスの気道への進入も防いでくれます。

■気持ちが落ち着かず眠れないときは専門医に相談しよ
う！
　不安が続くと最初に不眠傾向が現れがちです。目覚ま
しが鳴る前に起きてしまう、布団に入っても寝つけない
など、睡眠時間が削られると体力も削られ、その結果、
免疫力も低下します。
　眠れない日が長く続くときは、迷わず専門医に相談し
てみましょう。病院に行くのは敷居が高い…と思ってい
る人は、胆振管内で開催している「こころの相談会」を
活用してください。



vol.25

あぶた読書の家 （☎ 76-2100）
［時間］10 時～ 16 時 20 分 ［休館日］木曜日、祝日
みずうみ読書の家 （☎ 75-4702）

［時間］10 時～ 15 時　 ［休館日］木曜日、祝日
洞爺総合センター図書室 （☎ 82-5111）

［時間］９時～ 16 時 30 分　 ［休館日］なし

書
からから家家読 のの

新
刊
案
内

あ
ぶ
た
読
書
の
家
か
ら
の
お
願
い

未
返
却
の
本
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
あ
ぶ
た
読
書
の
家
の
本
は
ラ

ベ
ル
が
つ
い
て
い
る
の
で
自
分
の

本
と
区
別
が
つ
き
ま
す
。
も
う
一

度
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
み
ず
う
み
読
書
の
家

＜
一
　
般＞

▽
帰
還（
堂
場
瞬
一
）

▽
ラ
イ
オ
ン
の
お
や
つ（
小
川
糸
）

▽
抵
抗
都
市
（
佐
々
木
譲
）
▽
渦　

妹
背
山
婦
女
庭
訓　
魂
結
び
（
大

島
真
寿
美
）▽
絶
声（
下
村
敦
史
）

▽
不
審
者（
伊
岡
瞬
）▽
風
間
教
場

（
長
岡
弘
樹
）
▽
初
午
祝
言　
新・

居
眠
り
磐
音
（
佐
伯
泰
英
）
▽
活

版
印
刷
三
日
月
堂　
小
さ
な
折
り

紙
（
ほ
し
お
さ
な
え
）

＜

児
童
書＞

▽
わ
た
し
の
わ
ご
む

は
わ
た
さ
な
い
（
ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン

ス
ケ
）▽
ア
ナ
と
雪
の
女
王
２（
ウ

ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
カ
ン
パ

ニ
ー
）
▽
僕
の
ヒ
ー
ロ
ー
ア
カ
デ

ミ
ア
Ｔ
Ｈ
Ｅ
M
O
V
I
E
～
２

人
の
英
雄
～
（
堀
越
耕
平
）
▽
５

分
後
に
意
外
な
結
末
ｅ
ｘ　
ア
ク

ア
マ
リ
ン
か
ら
あ
ふ
れ
る
涙
（
桃

戸
ハ
ル
著
／
u
s
i
絵
）

■
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

まいにちがプレゼント
いもとようこ

目の前の雲は昨日と同じ雲ではあ
りません。吹く風は昨日の風とは違
います。毎日朝が来て今日は昨日に、
明日は今日になる。時間は誰にで
も平等に常に流れていきます。今と
は何か時間とは何かを描いた絵本と
なっています。（あぶた読書の家所蔵）

今月の
１冊

絵本の玉手箱　４月のおはなし会
■日　時　① 4 月 17 日（金）14 時～②４月
13 日（月）、4 月 27 日（月）、5 月 11 日（月）
10 時～ 11 時 30 分、4 月 16 日（木）14 時
～ 15 時 30 分小学生以上対象
■場　所 ①あぶた読書の家②あぶた母と子の館
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）
ピノキオの会　読み聞かせ
■日　時 4 月 27 日（月）14 時 30 分～ 15 時 10 分
■場　所　あぶた読書の家
■問合せ　松本（☎ 76-2613）

今月の
リポーター
平岡　龍さん

　
　
爺
湖
町
に
来
て
１
年
半
が　

　
　
経
ち
ま
し
た
が
、
一
身
上

の
都
合
で
地
元
の
奈
良
に
帰
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
く
な
り
ま
し

た
。
こ
の
町
に
溶
け
込
め
て
き

た
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
、
非
常

に
名
残
惜
し
い
で
す
。
暖
か
く

私
を
迎
え
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た

洞
爺
湖
町
の
人
た
ち
に
申
し
訳

な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。

　
ま
だ
1
年
半
し
か
過
ご
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
良
い
思
い
出
が

た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。
新
鮮

で
旬
な
野
菜
や
お
い
し
い
魚
介

類
、
虻
田
漁
港
で
の
釣
り
、
広

大
で
美
し
い
洞
爺
湖
の
景
色
や

そ
れ
を
見
な
が
ら
入
る
温
泉
の

心
地
よ
さ
、
な
に
よ
り
道
の
駅

あ
ぷ
た
で
の
勤
務
の
思
い
出
な

ど
、
挙
げ
た
ら
き
り
が
あ
り
ま

せ
ん
。

　
道
の
駅
あ
ぷ
た
で
は
、
多
く

の
町
民
の
人
と
交
流
が
で
き
ま

し
た
。
生
産
者
の
皆
さ
ん
と

色
々
な
話
を
し
、
洞
爺
湖
町
で

採
れ
る
野
菜
の
こ
と
や
洞
爺
湖

町
の
漁
業
の
特
徴
、
そ
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
や
こ
だ
わ
り
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

ま
で
農
家
の
人
や
漁
師
の
人
と

接
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
私
に

は
ど
れ
も
と
て
も
新
鮮
で
、
非

常
に
面
白
く
も
あ
り
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。ま
た
、来
店
し
て
い

た
だ
い
た
お
客
さ
ん
に
も「
広

報
紙
で
見
た
よ
、
が
ん
ば
っ
て

ね
」
な
ど
の
暖
か
い
言
葉
を
か

け
て
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の

元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
私
は
奈
良
に
戻
っ
て
も
こ
の

町
で
の
こ
と
は
忘
れ
ず
、
今
後

の
人
生
に
役
立
て
て
い
き
、
そ

し
て
洞
爺
湖
町
は
素
晴
ら
し
い

ま
ち
だ
っ
た
と
胸
を
は
っ
て
話

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
本
当
に
今
ま
で
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

洞
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＜

一
　
般＞

▷

Ａ
で
は
な
い
君

と
（
薬
丸
岳
）
▽
本
を
読
む
人
だ

け
が
手
に
す
る
も
の（
藤
原
和
博
）

▽
劇
場
（
又
吉
直
樹
）
▽
世
界
か

ら
猫
が
消
え
た
な
ら（
川
村
元
気
）

▽
忘
れ
雪
（
新
堂
冬
樹
）
▽
春
、

戻
る
（
瀬
尾
ま
い
こ
）
▽
青
い
鳥

の
本
（
石
井
ゆ
か
り
著
／
梶
野
沙

羅
絵
）
▽
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
コ
ス
モ

ス
（
恩
田
陸
）

＜

児
童
書＞

▽
お
に
ぎ
り
に　
は

い
り
た
い
や
つ　

よ
っ
と
い
で

（
岡
田
よ
し
た
か
）▽
ネ
ズ
ミ
さ
ん

の
長
い
パ
ン
（
多
田
ヒ
ロ
シ
）
▽

こ
の
ほ
ん
、
よ
ん
で
く
れ
！
（
ベ

ネ
デ
ィ
ク
ト
・
カ
ル
ボ
ネ
リ
/
著

ミ
カ
エ
ル・ド
ゥ
リ
ュ
リ
ュ
ー
絵
）



洞爺湖支署（☎ 76-2119）・洞爺出張所（☎ 87-2119）・『火災・救急・救助 119 番』

春
の
全
道

火
災
予
防
運
動
の
実
施

　
　
月
20
日（
月
）か
ら
30
日（
木
）

　
　
ま
で
の
11
日
間
に
渡
り
、
全

道
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
冬
か
ら
春
へ
と
季
節
が
移
り
変

わ
る
こ
と
で
空
気
が
乾
燥
し
、
火

災
が
特
に
発
生
し
や
す
く
な
る
こ

の
時
季
に
、
火
災
予
防
思
想
の
一

統
一
標
語

『
ひ
と
つ
ず
つ

い
い
ね
！
で
確
認

火
の
用
心
』

消
防
法
で
は
、
一
定
規
模
の
防

火
対
象
物
（
ホ
テ
ル
、
病
院
、
福

祉
施
設
、
学
校
な
ど
）
で
火
災
が

発
生
す
る
と
人
命
へ
の
被
害
が
大

き
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
防

火
に
関
す
る
講
習
課
程
を
修
了
し

た
人
を
防
火
管
理
者
と
し
て
選
任

西
胆
振
行
政
事
務
組
合
で
は

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
　
　
開
設
し
て
い
ま
す

　
各
種
試
験
案
内
・
講
習
会
の
お

知
ら
せ
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
設

置
や
消
火
器
点
検
内
容
、
各
種
届

出
・
申
請
様
式
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
西
胆
振
行
政
事
務
組
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西
胆
振
行
政
事
務
組
合
消
防
本

部
で
は
、
消
防
車
が
災
害
出
動
し

た
場
合
、
自
動
音
声
に
よ
る
災
害

案
内
を
実
施
し
て
い
ま
す
。︻
災

害
案
内
ダ
イ
ヤ
ル
☎
0
1
4
2

－

23－

7
1
7
1
︼
間
違
い
の
無

い
よ
う
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

災
害
案
内
ダ
イ
ヤ
ル

の
お
知
ら
せ

合
消
防
本
部
は
、
広
報
発
信
の

た
め
公
式
F
a
c
e
b
o
o
k

を
開
設
し
ま
し
た
。
メ
ッ

セ
ー
ジ
や
コ
メ
ン
ト
の
応
答
、

F
a
c
e
b
o
o
k
上
か
ら
の

緊
急
通
報
や
出
動
要
請
は
一
切
受

付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
な
ど
に
つ

い
て
は
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

西
胆
振
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://nfd119.sakura.ne.jp/
index.htm

l

防
火
管
理
者
を

選
任
し
ま
し
ょ
う

し
、
消
防
計
画
を
作
成
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
す
で
に
防
火
管
理
者
を
選
任
し

て
い
る
防
火
対
象
物
に
お
い
て

も
、
人
事
異
動
な
ど
に
よ
り
変
更

が
生
じ
た
場
合
な
ど
は
、
変
更
届

出
を
提
出
し
、
併
せ
て
消
防
計
画

の
変
更
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

防
火
管
理
者
の
選
任
（
変
更
）

や
消
防
計
画
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
は
最
寄
り
の
消
防
署
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

火
入
れ
の
時
季
となり

ま
し
た

　
春
は
、
新
し
い
息
吹
が
芽
生
え

る
と
と
も
に
、
枯
れ
草
が
目
に
つ

く
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
時

季
は
空
気
が
乾
燥
し
て
い
て
農

地
な
ど
で
枯
れ
草
焼
き
の
最
中
、

周
囲
に
一
気
に
燃
え
移
る
な
ど
、

ち
ょ
っ
と
し
た
火
の
不
始
末
で
火

災
に
な
る
危
険
性
が
高
く
、
消
防

車
の
出
動
す
る
機
会
が
多
い
時
季

で
も
あ
り
ま
す
。

　
火
入
れ
を
行
う
場
合
は
、
消
火

の
準
備
、
周
り
に
燃
え
移
ら
な
い

場
所
で
の
実
施
、
風
の
強
い
日
は

延
期
す
る
な
ど
火
災
の
発
生
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

層
の
普
及
を
図
り
、
火
災
発
生
の

防
止
、
死
傷
事
故
や
財
産
の
損
失

を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

す
る
も
の
で
す
。

　
洞
爺
湖
支
署
で
は
期
間
中
、
消

防
車
両
に
よ
る
火
災
予
防
広
報
や

19
時
に
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
行
う
な

ど
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、
各
種
行
事
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

４



ジオパーク通信ジオパーク通信

第 93号
洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会

洞爺湖町役場内
☎（0142）74-3015ジオパーク通信ジオパーク通信

洞爺湖有珠山ジオパークだより

広報とうやこ　2020 年４月

なぜ洞爺湖には水がたまっているのか？なぜ洞爺湖には水がたまっているのか？
　洞爺湖有珠山ジオパークでは、「大地の成り立ち
の物語」の面白さを地域づくりにつなげるため、
さまざまな情報発信を行っています。
　大地の成り立ちを紐解く「地学」の醍醐味は、

洞爺湖有珠山ジオパークは、北海道伊達市・豊浦町・壮瞥町・洞爺湖町の４つの市町の取り組みです。
さまざまな活動を通して、この地域の大地の魅力を伝えていきます。

22

目の前の風景の仕組みや成り立ちがどうなってい
るかを考えることにあります。今回は、「洞爺湖
になぜ水がたまっているのか？」について考えて
みましょう！

①洞爺湖は流れる水のターミナル ②洞爺湖は節水上手

　約 11 万年前にとても大きな噴火が起こり、洞
爺湖の原型となる大きな窪地ができました。水は
低い所へ流れるため、周辺の大地に降る雨や雪が
ここに集まり、現在の洞爺湖になりました。

　洞爺湖に集まった水は、壮瞥町にある壮瞥滝か
ら出て壮瞥川になり、やがて長流川に合流して、
噴火湾へと注ぎます。壮瞥滝は洞爺湖唯一の、自
然の水の出口です。

③洞爺湖の下に秘密が？ ④一緒に考えてみませんか？

　大量の水を貯えている洞爺湖。もし湖の下が砂
のように水を通す地層であれば、これだけの水は
たまりません。そのため、水の下には水を通しに
くい地層があるのではないかと考えられます。

　私たちが暮らす洞爺湖有珠山ジオパークには、
大地の成り立ちをはじめ、まだ分かっていないこ
ともたくさんあります。身近な風景の中にある「謎」
を見つけて、推理してみるのもジオパークの楽し
み方の一つですね。

（※これはイメージです）

洞爺湖

「水を通しにくい地層」が水の浸透を防ぎます。



４月1日（水）
～ 19 日（日）

町民ギャラリー　ほしみ　てる絵画展－祈りと癒し－

１日（水）～
22 日（水）

ビエンナーレコレクション展Ⅰ

10 日（金）
洞爺地区健康相談

9：30 ～ 11：30
洞爺総合支所（☎ 82-5111）

13 日（月）
「ひじり在宅クリニック」健康教室

11：15 ～
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

15 日（水）
げんきクラブ（虻田）

13：30 ～ 15：00
洞爺協会病院（☎76-4822＜地域包括支援センター>）

16 日（木） 無料法律相談会

16 日（木）
～ 18 日（土）

脳ドック
8：30 ～ 15：45
健康福祉センター（☎ 76-4006）

18 日（土） 行政に関わるくらしの無料法律相談会

18 日（土）
～ 19 日（日）

イースターグッズを作ろう
10：00 ～ 12：00
洞爺財田自然体験ハウス（☎ 82-5999）

20 日（月）
４月早春ウォーク－西口火口散策コース－

6：30 ～
母と子の館（☎ 75-4400 ＜観光振興課　鈴木 >）

22 日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

24 日（金）

乳児健診
12：50 ～
健康福祉センター（☎ 76-4006）

洞爺地区健康相談
9：30 ～ 11：30
洞爺総合支所（☎ 82-5111）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

25 日（土）～
５月17日（日）

令和２年第１回まちづくり写真展

25 日（土）～
５月27日（水）

ビエンナーレコレクション展Ⅱ

26 日（日）
西山散策

10：00 ～ 12：00
洞爺湖ビジターセンター・火山科学館（☎ 75-2555）

27 日（月）
「ひじり在宅クリニック」健康教室

11：15 ～
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

28 日（火）～
10 月 31 日（土）

第 39 回洞爺湖ロングラン花火大会
20：45 ～ 21：05
洞爺湖温泉湖畔（☎ 75-2446< 洞爺湖温泉観光協会）

５月１日（金） いきいき教室　春をたのしむ会

２日（土）
～６日（水）

金比羅山火口ガイド
10：00 ～ 12：00
洞爺湖ビジターセンター・火山科学館（☎ 75-2555）

７日（木） 無料法律相談会
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時間 場所時 所 詳 詳細イベントカレンダーの見方

イベントカレンダーイベントカレンダー

ピックアップイベントピックアップイベント

令和２年第 1 回まちづくり写真展
■日　時 ４月 25 日（土）～５月 17 日（日）９時～
18 時
■場　所　とうや水の駅２階多目的活用室２
■主　催　洞爺まちづくり観光協会
■出　展　写真集団洞爺
■題　材　洞爺湖と洞爺湖町周辺
■出展数　30 点程度
■問合せ　洞爺まちづくり観光協会（☎ 87-5277）

洞爺湖芸術館が開館します
■開館時間　10 時 15 分～ 17 時
■臨時休館日　４月 23 日（木）、24 日（金）
町民ギャラリー　ほしみ　てる絵画展－祈りと癒し－
■日　程　４月 1 日（水）～ 19 日（日）
■主　催　洞爺湖芸術館友の会
ビエンナーレコレクション展Ⅰ
■日　程　４月１日（水）～４月 22 日（水）
春特別展　佐藤千穂作品展－未来へ－（日程変更）
■日　程　＜変更前＞４月 25 日（土）～５月 31 日（日）
　　　　⇒＜変更後＞５月 30 日（土）～７月 12 日（日）
ビエンナーレコレクション展Ⅱ
■日　程　４月 25 日（土）～５月 27 日（水）
■問合せ　 洞 爺 湖 芸 術 館（ ☎ 87-2525） ／ WEB　
http://www.geijutukan.net/

時
所

p16

※上記のイベントなどの情報は３月 31 日現在の情報です。新型コロナウイルス拡大の影響で、予定されて
いるイベントが中止や延期となる場合がありますので、ご了承ください。詳細は問い合わせください。

８日（金）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

洞爺地区健康相談
9：30 ～ 11：30
洞爺総合支所（☎ 82-5111）

11 日（月）
「ひじり在宅クリニック」健康教室

11：15 ～
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

13 日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
入江保育所（☎ 76-4317）

14 日（木）
げんきクラブ（洞爺）

13：30 ～ 15：00
洞爺温泉病院（☎76-4822＜地域包括支援センター＞）

いきいき教室　春をたのしむ会
■日　時　５月１日（金）９時 30 分～ 11 時 30 分
■場　所　月浦森林自然公園
■集　合　９時 20 分　月浦森林自然公園駐車場
■持ち物　飲み物、手袋、長靴、町民カレッジパスポー
ト、歩きやすい服装
■参加料　無料
■主　催　いきいき教室
■問合せ　青木（☎ 76-3589）

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

詳

p17詳

p17詳

ピックアップイベント詳

ピックアップイベント詳

ピックアップイベント詳

ピックアップイベント詳

ピックアップイベント詳

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所
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震
と
地
鳴
り
が
と
に
か
く
怖

　
　
か
っ
た
で
す
。
夜
は
あ
ま
り

眠
れ
な
か
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
」2

0
0
0
年
有
珠
山
噴
火
の

体
験
を
話
す
の
は
、
洞
爺
湖
有
珠

火
山
マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て
活
動
す

る
荒
町
美
紀
さ
ん
。

　
荒
町
さ
ん
は
留
寿
都
村
の
出
身

で
、
地
元
の
高
校
を
卒
業
後
に
就

職
し
22
歳
で
結
婚
、
旦
那
さ
ん
が

洞
爺
湖
町
内
に
勤
め
て
い
た
こ
と

か
ら
、
24
歳
の
と
き
に
洞
爺
湖
町

へ
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。　

スポットライト

Spotlight

洞爺湖有珠火山マイスター

荒 町 美 紀さん

東奔西走
ワンショット今月の

　　型コロナウイルス感染拡大の影響で町内でも、各イベント　　　
　　の中止や延期が増え、取材の機会が減少しています。まち
のわだいのページが減少する号が今後続くことになるかもしれ
ませんがご了承ください。（C.K）
　　000 年の有珠山噴火から 20 年が経ち、次の噴火も近い　
　　将来に発生するかもしれません。噴火のほかにもいつ起こ
るか分からない災害に備えて普段からしっかり準備していきた
いです。（М .O）

　
噴
火
の
当
時
、
洞
爺
湖
温
泉
の

桜
个
丘
団
地
に
住
ん
で
い
た
荒
町

さ
ん
は
、「
自
宅
の
裏
が
有
珠
山

で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
知
ら
ず
、

噴
火
す
る
と
も
思
わ
な
か
っ
た
し

意
識
も
し
て
い
な
か
っ
た
。
周
り

の
人
た
ち
に
助
け
て
も
ら
っ
て
避

難
で
き
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

火
山
マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て
は
、

町
内
の
中
学
２
年
生
を
対
象
と
し

た
避
難
所
体
験
学
習
の
講
師
や
洞

爺
湖
を
訪
れ
る
修
学
旅
行
生
に

フ
ィ
ー
ル
ド
を
案
内
す
る
な
ど
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
火
山
マ
イ
ス
タ
ー
に
な
ろ
う
と

思
っ
た
の
は
、
も
と
も
と
興
味
を

持
っ
て
い
た
こ
と
や
周
り
か
ら
の

勧
め
も
あ
り
、
火
山
マ
イ
ス
タ
ー

試
験
の
受
験
を
決
意
。
2
0
1
4

年
に
７
期
生
と
し
て
合
格
し
ま
し

た
。

　

自
身
の
講
話
の
最
後
に
は
必

ず
「
自
分
の
命
、
周
り
の
人
の
命

を
守
る
こ
と
が
１
番
大
事
で
す
」

と
伝
え
て
締
め
く
く
る
と
話
し
、

「
自
分
が
経
験
し
た
こ
と
を
語
り
、

そ
れ
を
聞
い
た
子
ど
も
た
ち
が
次

の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
っ
て
ほ

し
い
で
す
」
と
講
話
す
る
立
場
と

し
て
の
願
い
を
語
り
ま
す
。

　
現
在
は
、
災
害
弱
者
を
支
援
す

る
防
災
介
助
士
の
資
格
取
得
に
意

欲
を
見
せ
、
資
格
を
取
得
す
る
こ

と
で
自
分
の
経
験
と
言
葉
に
さ
ら

に
説
得
力
を
与
え
、
自
信
を
持
っ

て
正
し
い
情
報
を
伝
え
て
い
き
た

い
と
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
荒
町
さ
ん
は
「
前
回
の

噴
火
の
と
き
は
周
り
の
人
に
助
け

て
も
ら
っ
た
。
次
の
噴
火
の
と
き

に
は
、
自
分
が
周
り
の
人
た
ち
を

助
け
た
い
、
周
り
の
人
た
ち
か
ら

頼
ら
れ
る
存
在
に
な
り
た
い
」
と

意
気
込
み
を
語
り
ま
す
。

新

地

白銀の世界を踏み歩く白銀の世界を踏み歩く
月浦をスノーシューであるこう月浦をスノーシューであるこう
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「

profi le
昭和 45 年 7 月 11 日生ま
れ。ハンドメイドが得意。
温泉 4 区在住。49 歳。

周
り
の
人
た
ち
か
ら
頼
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
存
在
に
な
り
た
い


